
  

京丹後市 

市の歌検討委員会 

（委 員 長）久 保 幸 司 （副委員長）荒 田 ケ イ 

（委  員）岩 崎  晃・沼 倉 恵 子・藤 原 哲 也 

１ はじめに 

本検討委員会は、市の歌の制作にあたり、その作曲者について、次のとおりの検

討結果により「京丹後市市の花と木と歌制定委員会」に提案する。 

※市の歌に関する考え方などの基本的事項については、平成２０年１２月１６日の

第３回京丹後市市の花と木と歌制定委員会で報告し、承認いただいたとおり。 

 

２ 「市の歌」検討の経過 

※第１回から第３回検討委員会の検討経過については、平成２０年１２月１６日の

第３回京丹後市市の花と木と歌制定委員会で報告のとおり。 

 

［第４回検討委員会］２月２１日（土） 

   各委員から推薦された作曲候補者及び事務局が作成した作曲候補者リストを参考

に、慎重に検討を行うとともに、京丹後市市の花と木と歌制定委員会に提案すべき

具体的な候補者の推薦順位等について検討を行った。 

 

［第５回検討委員会］３月１４日（土） 

   市の歌作詞者に決定した梅田俊作さんと検討委員による意見交換会を開催。 

   市の歌に対する思いやイメージなどについて伝える。 

 

３ 「市の歌」制作の検討結果 

「市の歌」の制作については、市の方針である専門家に委託することを前提に委員

会で協議した結果、次の２案を提案することとし、決定は制定委員会に委ねることと

した。なお、検討委員会としては、第１案、第２案の順に推薦提案するものである。

 

［第１案］市内在住者または出身者など、丹後にゆかりのある人で、実力・経験とも豊

富な作曲候補者に依頼する。 

 

作曲候補者は、京丹後市在住で市内の中学校音楽教諭であり、京丹後市を熟知され

かつ子どもに視点をあてた作曲が期待できるとともに、丹後吹奏楽団の指揮者をはじ

め、児童合唱団の指導者を務めるなど、豊富な経験と実力を兼ね備えた音楽家として
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活躍されている。このため、市のイメージにマッチした作曲ができるものと考える。

また、作曲の過程においても市の意向や要望も反映しやすいと考える。 

 

［第２案］音楽プロダクションを通じて、３名の作曲者に作曲を依頼。出来上がった３

曲の中からコンペ方式で決定する。 

 

音楽プロダクションに委託し、知名度はそれほど高くないが、京都府内など比較的

身近ところで活躍されている作曲家３名が作曲。出来上がった曲の中から、より京丹

後のイメージに近い曲をコンペ方式により決定する。 

作曲者を１人に決めて依頼した場合、出来上がった曲がイメージと違うといったト

ラブルが発生する事例があると言われるが、複数の曲から選ぶことでその危険性を回

避できるとともに、よりイメージに近い曲を採用できると考えられる。 

 

本検討委員会の意見としては、市の歌は市民または丹後にゆかりのある人にお願いし

たいというのが総意である。 

また、「市の歌」の完成後、合併５周年記念式典で市内の合唱団による発表も予定され

ているが、合唱団に歌ってもらおうとするとき、「市の歌」を合唱用に編曲したり、合唱

の指導を依頼することも必要になってくると考える。 

本検討委員会は、「市の歌」の完成後の活用方法や、それに必要な経費等を考慮し、第

１案を推薦する所以である。 

 

 

上記のとおり検討結果を報告する。 

 

平成２１年３月２６日   

  

京丹後市市の花と木と歌制定委員会 

   委員長  板 垣 久 彌  様 

京丹後市市の歌検討委員会    

                        委員長  久 保 幸 司 

 

 


